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令和7年第1回津島市議会定例会
の開会に当たり、市政運営に対する所
信を申し上げますとともに、当初予算
の大綱につきまして、ご説明をさせて
いただきます。

はじめに、昨年は１月に発生した
石川県能登半島地震をはじめ、全国
各地で自然災害が多発いたしまし
た。被害に遭われた皆様に、あらため
てお見舞いを申し上げます。また、８
月に日向灘を震源とした地震が発生
した際には、南海トラフ地震臨時情報

（巨大地震注意）が発表されました。
その後、幸いにも大きな地震はあり
ませんでしたが、各家庭において非
常持ち出し品のチェックなど地震へ
の備えの再確認をしていただきたい
と思います。

なお、市民病院におきましては、地
震などの災害時における災害拠点病
院として指定されております。新型コ
ロナウイルス感染症の流行時と同様
に、院長をはじめとする医師、看護師
などの医療職、事務職も含めて全職
員が一丸となって市民の皆様の命と
健康を守る要としての役割を果たし
てまいります。

つしま成長戦略第３弾実現へ
確かな実績、未来へ加速

市民の皆様からの厚いご信任を賜
り、市長３期目の職務に就かせていた
だき、まもなく３年が経過しようとして
おります。これまで市民の皆様からお
寄せいただきました信頼とご期待に

お応えするため、私のマニフェストと
してお示しさせていただきました「つ
しま成長戦略　第３弾」に全身全霊で
取り組んでまいりました。そして、マニ
フェストには無かった新たな子育て支
援施策であります「子育て支援トータ
ルプラン」を実現するなど、確かな実
績を上げてまいりました。

これまでの取組を未来に向けて加
速していくことが、私に課せられた使
命であります。「魅力マシマシ津島市」
をキーワードに、津島市のさらなる発
展に全力を尽くしてまいる所存であ
ります。

市議会議員の皆様、並びに市民の
皆様におかれましても、津島市の発展
のため、ご支援とご協力を心よりお願
い申し上げます。

令和７年度に実施する主な施策に
ついてご説明させていただく前に、本
市の状況について、３点ご説明いたし
ます。

近年は転入超過の状況に好転
選ばれるまち

住み続けたいまちへ

１点目は「人口」の状況についてで
あります。

昨年４月に民間の有識者で構成さ
れた「人口戦略会議」が公表した分析
レポートにおいて、本市が「消滅可能
性自治体」として分類されたことが、
大きく報道で取り上げられました。

この「消滅可能性自治体」は、「人口
戦略会議」が国立社会保障・人口問
題研究所の最新の人口推計を基に、
2020年から2050年までに20歳か
ら39歳までの女性が半数以下になる
と予測した市区町村を「消滅可能性
自治体」と分類したもので、全市区町
村の４割を超える744市町村が「消滅
可能性自治体」と分類されております。

ただし、今回、本市が「消滅可能性
自治体」として分類される基となった
人口推計は、今から20年前の平成
17年（2005年）から令和２年（2020
年）までの人口動態を用いており、転
出超過や出生数の減少が著しかった
今 から15年 前 の 平 成22年（2010
年）から平成27年（2015年）までの
人口動態が算出結果に大きく影響し
ています。

社会増減数
（転入者数と転出者数の差）

出典：住民基本台帳より作成
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出生数

出典：住民基本台帳より作成

近年では、本市への転入超過が続
いており、出生数の減少も一定の歯
止めが見られ、直近の人口動態を基
に将来の人口を推計した場合、結果
も変わるものと思われます。今後も
本市が「選ばれるまち」、「住み続けた
いまち」となるよう魅力を高めてまい
ります。

市役所の組織を変更
より「分かりやすく」、

「子育て、まちづくり施策」を強化

２点目は「機構改革」についてであ
ります。

より市民の皆様に分かりやすく、子
育てやまちづくり施策など、市の重点
施策をさらに強力に推進していくた
めに、４月１日から市役所の組織を変
更いたします。

具体的には４つあり、１つ目として
市民に分かりやすく、市政全般の政策
を総合調整する部署として、現在の市
長公室を「総合政策部」に変更します。

２つ目として全国トップレベルの子
育て支援と、高齢者・福祉施策の部署
を明確に区分し、きめ細やかな市民
サービスを提供するため、健康福祉
部を「福祉部」と「こども健康部」に分
け、組織を強化します。さらに現在の
子育て支援課に加えて、新たに「幼児
保育課」を設置し、子育て支援を強力

にサポートいたします。
３つ目として津島駅周辺の玄関構

想など、まちの賑わいとまちづくり施
策を着実に推進するため、建設産業
部を「まちづくり推進部」に変更しま
す。現在、都市計画課のマスタープラ
ン推進室を「まちづくり事業課」とし
て独立させます。また、現在、市長公
室内にあるシティプロモーション課の
プロモーション業務と、産業振興課の
観光業務を統合した「観光・プロモー
ション課」とし、強力に津島市をアピー
ルしていきます。

最後に４つ目として救急と病院と
の連携をより強化するため、消防署に

「消防救急課」を新設します。

▲名鉄津島駅での社会実験「えきまえVIP」

徹底した行財政改革
～市の財務体質は大きく改善～
平成26年度から令和５年度までの

 10年間の効果額 
約100億5,000万円

３点目は「財政」の状況についてで
あります。

本市の財政状況は、私が市政を引
き継いだ11年前、非常に厳しいもの
でした。そのため、財政を健全化させ
るべく、事務事業の徹底的な見直し
などによる歳出の削減、様々な形で
の歳入の確保など、徹底的な行財政
改革を行ってまいりました。その結
果、平成26年度から令和５年度まで
の10年間における行財政改革の効
果額は、約100億5,000万円となり、
市の財務体質は大きく改善いたしま
した。

市の貯金にあたる財政調整基金の
残高は、平成25年度末時点では15
億9,800万円でしたが、令和５年度末
では約47億円と31億200万円増加、
率にして約３倍にすることができまし
た。令和５年度末の市民一人あたりの
残高は、約７万9,000円となり、これは
県内38市中５位と、トップクラスの順
位です。

財政調整基金（市の貯金）

10年で３倍！
平成25年度末

15億9,800万 　→　
令和5年度末
47億円

1人あたり残高　約7万9,000円
県内38市中5位でトップクラス

市の実質的な借金にあたる臨時財
政対策債を除いた市債残高につきま
しては、ピーク時の平成11年度末に
は約219億円でしたが、令和５年度
末では、約64億円と約155億円減少、
率にして約29％、約３分の１に減少さ
せることができました。これにより令
和５年度末の市債残高は、県内38市
中５番目に少ない額となりました。文
字通り借金が減り貯金が増え、財政
の健全化が達成されました。このよう
に財政の健全化を図ってきたことに
より、市の財務体質は大きく改善し、
市が次なるステップへ進むための準
備が整ったのであります。

市債残高（市の借金）

県内5番目に少ない額
ピーク時約219億円から
約155億円減少
貯金が増え、借金が減って
財政の健全化が大きく前進

このような状況を踏まえ、現在、本
市では、令和５年度から「まちづくり再
生と子育て支援」の２大プロジェクト
を開始しており、令和６年度には「定
住促進」を加えた３大プロジェクトを
進めております。
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３大プロジェクト
まちづくり再生

賑わいの「核」となる拠点の整備
が始動！わくわくするまちづくりを

推進
子育て支援

「子育て支援トータルプラン」で
全国トップクラス

5つの子育て支援を継続展開
定住促進

「定住促進補助金」で
本市に人を呼び込む

１つ目のプロジェクトである「まち
づくり再生」につきましては、天王川
公園の整備や正面玄関である津島駅
周辺の暮らしの質を高める「津島Next　
Move！」事業、北の玄関口となる青塚
駅周辺の整備計画など、まちづくりへ
の成長投資を進めております。

２つ目のプロジェクトである「子育
て支援」につきましては、市立小中学
校の給食費の完全無償化や、第２子以
降の保育料の完全無料化など、全国
トップクラスの子育て支援を引き続
き展開し、安心して出産、子育てがで
きる環境づくりを進めてまいります。

これらの２大プロジェクトを安定し
た財政基盤のもとに着実に推進する
ため、財政調整基金という市政全般
に使える財布に加えて、特定の目的
のための基金を整備する条例案を
今議会に提出しております。総合的
に「まちづくり再生」を推進するため、
従来からあった歴史・文化のまちづく
り基金を「まちづくり基金」に改称す
る条例案と、「子育て支援」事業を継
続的に実施するため、「子ども・子育て
応援基金」を制定する条例案です。こ
れら二つの特定目的基金を整備して
財政面で支えることにより、２大プロ
ジェクトをより一層強力に推進するこ
とができるものと考えております。

そして、この２大プロジェクトに加え
て、３つ目のプロジェクトである「定住

促進事業」を引き続き実施してまいり
ます。事業内容としましては、津島駅
周辺の旧津島エリア、地区計画区域
の神守、唐臼エリアにおいて新築住
宅を取得した方やリフォームをした方
に要件に応じて、最大200万円の補
助金を交付するもので、さらに令和７
年度には、2050年カーボンニュート
ラルの実現に向けて、省エネ住宅を
取得した場合は補助金を加算するな
ど、制度の拡充を図ってまいります。

これらのプロジェクトを通して、市
民の皆様には、津島に「住んでよかっ
た」、「住み続けたい」と思っていただ
けるよう、そして、市外の方には津島に

「住んでみたい」、「訪れてみたい」と
思っていただけるよう、暮らしの質や
地域の価値をさらに高めるために、全
力で進めてまいります。

ハラスメントのない
職場の環境改善のため、

ハラスメント防止に関する条例
を市と議会が一緒に制定

昨年度、第三者委員会からいただ
いた最終報告書の提言を踏まえ、研
修の実施、弁護士による相談窓口、コ
ンプライアンス支援を実施していま
す。このたび、ハラスメントのない職
場の環境改善のため、議会と一緒に
なってハラスメント防止に関する条例
を制定する議案を今議会に提出して
おります。人権が尊重され、快適に働
くことができる職場環境の確立に取
り組んでまいります。

それでは、令和７年度に実施する
主な施策について、「つしま成長戦略　
第３弾」として掲げている５つの項目
ごとにご説明いたします。

まず、「つしま成長戦略」の１点目、
「子ども・子育て応援都市、つしま」に
ついてご説明申し上げます。

未来を担う子どもたちは、本市の
「宝」です。子どもたちの健やかな育
成を図り、「子育てするなら、つしま」

の実現に向けて邁進してまいります。
そのため令和５年度より、子どもが産
まれる前から産み育てるまで、丸ごと
支援を行う「子育て支援トータルプラ
ン」として、５つの子育て支援策を中
心に実施しております。

全国トップクラス
5つの子育て支援

子育て支援トータルプラン
①子ども医療費完全無料化
　（18歳まで）
②第２子以降の０～２歳児保育料の
　完全無料化
③小中学校の給食費完全無償化・
　保育所・幼稚園・認定こども園等の
　副食費全額補助
④０歳児選べる定期便（無料）
⑤保育所・認定こども園等での
　使用済み紙おむつの保護者
　持ち帰りの廃止を推奨

子育てするなら、つしま
１つ目の支援は、18歳まで所得制

限なしの子ども医療費完全無料化の
継続。２つ目の支援は、第２子以降の
保育料も所得制限なしの完全無料
化。３つ目の支援は、市立小中学校の
給食費の完全無償化及び３歳から５
歳児までの保育所・幼稚園・認定こど
も園等の副食費の全額補助。４つ目
の支援は、０歳児を対象としてご希望
の子育て用品を無料で自宅にお届け
する「子育てサポート選べる無料定期
便」。５つ目の支援は、保育所・認定こ
ども園等における使用済み紙おむつ
の保護者持ち帰りの廃止です。

３つ目の支援であります市立小中
学校の給食費につきましては、物価
高騰の影響を受けている子育て家庭
を支援するため、令和７年度につきま
しても、完全無償化を継続するととも
に、令和７年度は、保育所等の副食費
につきまして、半額補助から全額補助
に拡充いたします。

これらの５つの子育て支援のほか、
年齢期に応じた様々な支援を実施し
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ております。「こんにちは赤ちゃん訪
問」では、子育てを応援するため、「お
めでとう」の気持ちを込めて、生後２
か月を迎える赤ちゃんのいる全ての
ご家庭を保健師等が訪問しており、
大変好評をいただいております。これ
らの支援は、令和７年度も継続してま
いります。

また、令和６年度より、総合保健福
祉センターの２階に「こども家庭セン
ター」を開設し、母子保健と児童福祉
の機能を一体的に運営することで、両
部門が連携・協働を深め、切れ目のな
い支援を行うための相談体制を強化
いたしました。さらに相談支援だけで
なく、支援を必要とされる全ての子ど
もたちや妊産婦の皆様等へのサポー
トプランの作成、多様な家庭環境へ
の支援体制を充実・強化するための
地域資源の開拓なども担ってまいり
ます。

 
新たに令和７年度からは、東地区子

育て支援センターにおいて、家庭で
保育を受けることが一時的に困難と
なった乳幼児を一時的にお預かりす
る一時預かり事業を実施いたします。
また、ファミリー・サポート・センター
の利用促進のため、無料利用券の配
布を実施いたします。

津島の子育て支援は
まさに日本一！

このような子育て家庭に寄り添っ
た手厚い支援は、まさに日本一の支
援であると自負しております。

令和５年度には、こども家庭庁が推
進する、子どもたちが健やかで幸せに

成長できるような社会を実現する「こ
どもまんなか宣言」の趣旨に共感・
賛同し、「こどもまんなか応援サポー
ター」として活動することを宣言いた
しました。子育て情報アプリの「つし
まっち」や子育て応援キャラクターの

「つしっぴー」などを活用しながら、子
どもとともに幸せに暮らすことができ
るまちの実現を目指してまいります。

▲津島市の子育て応援キャラクター
「つしっぴー」

教育に関しましては、「豊かな人間
性と、よりよく生きる力を身につけた人

（津島っ子）」を育成するため、確かな
学力、健康・体力、豊かな人間性のバ
ランスのとれた力を育む特色ある教
育を推進しております。

 日本初の規模！ 
児童・生徒が楽しみながら

役立つプログラミング学習を実施
日本一のプログラミング

教育を目指す！

令和４年度から、日本初となる規模
で、プログラミング可能な人型ロボッ
トやブロックを市内全ての小中学校
に導入し、児童・生徒が楽しみながら
役に立つプログラミング学習を実施
しております。「津島・プログラミン
グ・プロジェクト」の頭文字をとった「Ｔ
ＰＰ」と称して、昨年８月には、市内全て
の小中学校参加による「ＴＰＰプログラ
ミング大会市長杯」を開催いたしまし
た。各学校とも仲間と協力しながら創
意工夫を凝らしたプログラムが構成

されており、今後も創造力を養うとと
もに、理数教育にも関心をもつ児童
生徒を育ててまいります。

▲ＴＰＰプログラミング大会

グローバルに活躍する人材育成
県内８つ全ての領事館と連携し、

市内全小学校で
「領事館交流プロジェクト」を実施

今後ますますグローバル化が進む
社会の中で、重要となる子どもたち
の国際理解教育につきまして、全て
の小学校において、県内にある８つ全
ての領事館と連携した「領事館交流
プロジェクト」を市独自の施策として
実施しており、各学校が趣向を凝らし
た様々な取組を行っております。今
後もより一層の国際理解を図るとと
もに、国際人として未来に飛躍する
人材育成を目指して取り組んでまい
ります。

全ての小中学校に設置をしており
ますコミュニティ・スクールでは、学
校・家庭・地域が一体となって、地域ぐ
るみで子どもの成長を見守る体制を
推進しております。学習支援「未来塾」
につきましては、順次、中学校におい
て実施されており、引き続き、未来に
生きる子どものために、地域総がかり
で子どもたちを育てる環境を築いて
まいります。

校内教育支援センター
「ほっとルーム」
４中学校全てで開室

近年、全国的に増加傾向である不
登校の児童・生徒に対する支援といた
しましては、拠点となる津島市教育支
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援センターを、生涯学習センター内と
児童科学館内の２か所に設置し、多様
な価値観の中で、子どもたちの様々
な学びの場や、安心して過ごすことが
できる居場所となるよう、個別学習や
相談などを行っております。また、校
内教育支援センター「ほっとルーム」
を４中学校全てにおいて開室いたし
ました。これにより、これまで教育支援
センターに通室していた生徒も、学校
に登校するきっかけとなり、友達など
とのコミュニケーションが取りやすく
なるほか、学校行事への参加なども
可能となるものと考えております。

市内全小中学校へ
普通教室へのエアコン設置
トイレの洋式化
体育館へのスポットエアコン整備

学校教育環境につきましては、こ
れまで全ての小中学校の普通教室な
どへのエアコン設置、トイレの洋式化、
県内初となる体育館へのスポットエ
アコンの整備などを行いました。

市内各小中学校で
学校施設の長寿命化改修を実施
 令和５年度 
神守中学校・蛭間小学校の
体育館の長寿命化改修
 令和６年度 
神島田小学校体育館の改修
天王中学校に自転車置き場を
整備
 令和７年度 
高台寺小学校体育館の改修

現在、学校施設の長寿命化改修に
取り組んでいます。令和５年度には、
神守中学校と蛭間小学校の体育館の
長寿命化改修を行い、令和６年度には、
神島田小学校体育館の改修と天王中
学校自転車置き場の整備を行いまし
た。令和７年度には、高台寺小学校体
育館の改修を行います。子どもたち
が安全・安心な学校生活を送ることが
できるよう、計画的に整備を行ってま
いります。

▲天王中学校自転車置き場

また、働いているなどの理由により、
保護者が昼間不在となる家庭の子育
て支援として、子どもが放課後や長期
の休み中に、安全で楽しく過ごすため
の遊びや生活の場となる放課後児童
健全育成施設「こどもの家」を、８つ全
ての小学校区に設置しております。

各こどもの家の運営につきまして
は、現在、市内のＮＰＯを指定管理者
として指定しております。指導員の労
働環境を向上させることで、受け入れ
体制の充実を図るため、指定管理料
を10年前に比べて４倍以上に増額い
たしました。今後もこどもの家を利用
する子どもたちが有意義な時間を過
ごせるよう、さらに保護者の方が安心
して子どもたちを預けられるよう、努
めてまいります。

こどもの家を各小学校に新築中
 第１弾 
平成29年度　西小学校
 第２弾 
平成30年度　北小学校
 第３弾 
令和４年度　神守小学校
 第４弾 
令和７年度　南小学校

こどもの家の施設につきましては、
平成29年度には西小学校、平成30
年度には北小学校にこどもの家を新
築し、令和４年度には、学校から遠方
の位置にあった神守こどもの家を神
守小学校に新築いたしました。令和６
年度は、私が４か所目に手がける南こ
どもの家の新築に向けての実施設計
業務を進め、令和７年度の完成を目指

しております。今後も学童保育のさら
なる環境の充実を積極的に推進して
まいります。

▲神守こどもの家

少子化対策として、尾張津島天王
祭宵祭開催日に、愛知、岐阜、三重県
に在住または在勤の独身者を対象に
した婚活イベント「天王祭deご縁結
び」を開催いたしました。参加者の半
数以上が「出会いのきっかけになっ
た」とのアンケート結果であり、一定
の効果があったものと考えておりま
す。令和７年度も引き続き、若者に
出会いの機会を提供するため、婚活
イベントを実施してまいります。また、
県では令和６年度、結婚を希望する人
を対象とした「あいち結婚サポートセ
ンター」をオンライン上に開設し、ＡＩ
によるマッチングシステムの提供や
専門の相談員による支援を開始しま
した。社会全体で結婚を希望する若
者を応援する機運を醸成してまいり
ます。

▲婚活イベント「天王祭deご縁結び」

次に、「つしま成長戦略」の２点目、
「防災・減災モデル都市、つしま」につ
いてご説明申し上げます。

この地域は、高い確率でマグニ
チュード８～９クラスの巨大地震が発
生することが予測され、地震による甚
大な被害が発生することが予想され
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ております。また、近年、全国各地で大
雨による被害も頻発化・激甚化してい
る中、市民の皆様を誰一人として取り
残すことのないよう、防災・減災対策
を行う必要があります。

災害時には、自助・共助・公助の３つ
が必要となります。大規模災害時に
は、救援物資が届くまでに時間を要す
ることから、自分の命は自分で守るこ
とができるよう、日頃から７日分程度
の食料や、資機材などの備蓄といった

「自助」の取組をお願いいたします。

災害ハザードマップを更新し、
デジタル版ハザードマップを公開

自助を支援するための公助として、
地域の皆様に正しい災害ハザードを
お伝えするため、令和７年度には災
害ハザードマップを更新し、全戸配布
いたします。これに加え、新たにイン
ターネット上に専用のアプリなしで手
軽にご利用いただけるデジタル版の
ハザードマップを公開することで、市
民の皆様のほか、たまたま仕事や観
光で当市を訪問された方にも、いつ
でも、どこでも危険性が把握できる環
境を提供し、いざという時の的確な避
難行動を支援してまいります。

▲津島市防災ハザードマップ
地震から身を守るためには住宅の

耐震化が大変重要です。昨年発生し
た能登半島地震における被害を調査
している国の機関が、令和６年11月
に発表した最新の調査結果では、昭
和56年（1981年）以前の旧耐震基
準で建築された木造建築物の倒壊
率が約20％にものぼる中、平成12年

（2000年）以降の新耐震基準で建

築された木造建築物の倒壊率は約
１％に激減するとされています。

木造建築時期別の被害状況

また、驚くべきことに、倒壊が懸念
される昭和56年以前の木造建築物
でも、地方公共団体の補助を受けて
耐震改修を行った建物では、倒壊した
建築物は確認できなかったとのこと
です。旧耐震基準で建築された住宅
でも、いかに耐震改修が重要かお分
かりいただけるかと思います。

精密診断法を用いた
耐震補強設計費を補助

市では地震から身を守るために、住
宅の無料耐震診断や住宅の耐震改修
への補助を行っております。令和６年
度は、耐震診断に関する予算を５割増
しにするとともに、耐震改修の補助金
を100万円から150万円に大幅に拡
充するなど、耐震改修や除却に関す
る予算を2.5倍にいたしました。令和
７年度には、愛知県とともに精密診断
法を用いた耐震補強設計費を補助す
る制度を創設します。この精密診断法
は、目視中心の一般診断法とは異な
り、必要に応じて、壁や天井をはがし、
内部構造を確認する詳細な診断方法
で、より詳細な診断情報に基づき、補
強設計を行うことで、その後の補強工
事の費用低減が期待できるものです。
また、窓ガラスが割れた際の破片の

飛び散りを防ぐための飛散防止フィ
ルムの貼り付けや、家具の転倒防止
金具の取り付けを無償で行っており
ます。

感震ブレーカーの設置費を補助

令和７年度からは、大規模災害が発
生した際の電気に起因する火災を抑
制するため、一定の揺れを感知すると
通電を遮断する感震ブレーカーの設
置費補助を新たに創設いたします。ご
自身の命を守るため、まだ対策がお
済みでない場合は、是非ご利用くだ
さい。

毎月第３日曜日は「家庭防災の日」
①備蓄品の確認
②防災意識の高揚

市では、毎月第３日曜日を「家庭防
災の日」と定め、家庭内において防災
について話し合っていただく取組を
進めています。家庭防災の日には防
災教室を定期的に開催し、備蓄品の
確認や、家庭でできる対策などにつ
いて啓発しています。是非ご参加い
ただき、防災意識を高めるきっかけと
していただきますようお願いいたし
ます。

避難所の鍵を
スマートロック（電子錠）に更新

次に「共助」として、災害が起こった
際、ご自身の力だけでは避難所へ避
難することが困難な方々を一人も取
り残さないためには、地域と行政の
協働による避難行動要支援制度への
取組が必要です。地域の皆様のご協
力をお願いいたします。令和７年度に
は、地域との連携強化に向け、避難所
の鍵を自主防災組織など地域の皆様

出典： 国土交通省「令和６年度能登半島地震における建築
物構造被害の原因分析を行う委員会中間とりまとめ」

■■無被害	 ■■大破
■■軽微・小破・中破	 ■■倒壊・崩壊
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と共有するための取組として、市内
12小中学校の全ての体育館及び武
道場14か所の鍵を、暗証番号で開錠
できるスマートロック（電子錠）に更新
いたします。地域の皆様には、いざと
いう時には、あらかじめお知らせする
暗証番号で施設をご利用いただける
ようにいたします。人的被害を最小限
にとどめられるよう、地域で支援する

「共助」の体制の確立に全力を尽くし
てまいります。

▲スマートロック　イメージ図

自主防災組織は、地域の防災にお
いて、大変重要な役割を担っておりま
す。近年の物価高騰の状況等をふま
え、各小学校区の自主防災組織の体
制強化のため、令和６年度より補助金
を増額いたしました。さらに自主防災
組織や町内会に所属する防災にご協
力いただく皆様が、万が一活動中に
怪我をしてしまったときに備えて、市
の負担で個人賠償保険に加入するこ
とで、より安心して活動していただく
ことができる体制を整えております。
地域で支援する「共助」にお力添えを
お願いいたします。

　災害時の飲料水の確保　
水道管の耐震化 20億円超
（東・西・南・北・神守小学校、
神守中学校、市役所、市民病院等)
耐震性貯水槽の設置 約３億円
（神島田・高台寺・蛭間小学校)
耐震性貯水槽の設置工事 約６億円
（令和６年度　南・神守小学校)
（令和７年度　東・西小学校)
文化会館の耐震性貯水槽活用
（北小学校)

「自助」・「共助」に加え、市では「公
助」といたしまして、災害時における
飲料水の確保のため、平成26年度か
ら水道管の耐震化を実施しておりま
す。これまでに災害時に避難所となる、
東小学校・西小学校・南小学校・北小
学校・神守小学校・神守中学校をはじ
め、災害時の重要施設である市役所、
市民病院などへの水道管の耐震化
に対し、20億円を超える投資を行っ
てまいりました。さらに配水場から離
れた地域である神島田小学校、高台
寺小学校、蛭間小学校には令和元年
度までに約３億円を投資して耐震性
貯水槽を設置いたしました。現在は約
６億円をかけ第２期の整備工事を進
めています。令和６年度には、南小学
校と神守小学校への設置工事を実施
しました。また、令和７年度には、東小
学校、西小学校への設置を進めてま
いります。北小学校においては、既に
文化会館に設置されている100トン
の貯水槽を活用いたします。これに
より、令和７年度末までには、全ての
小学校区で災害時に大切な飲料水
を提供できる環境整備が完了します。
今後も引き続き全ての小中学校へ
の設置に向けて計画的に進めてまい
ります。

▲耐震性貯水槽（40トン）

市で備蓄する避難所用の資機材と
して、寒い時期の避難に備え、令和６
年度に、毛布や新たに簡易寝袋も備
蓄して寒さ対策を強化いたしました。
また、大切な家族の一員であるペット
も一緒に避難することができるよう、
公共施設のうち１か所をペットとの同
室避難所とするほか、指定避難所で
ある８小学校でも、ペットと同行避難
をされることを想定し、ケージやワン

タッチテントなどの資機材を整備いた
しました。

市役所本庁舎につきましては、災
害時には災害対策本部として機能さ
せる必要があることから、耐震化を実
施したほか、非常用電源設備の整備
を行ってまいりました。災害時の重要
な施設である消防庁舎や、避難所とし
ても重要な錬成館をはじめ、主な公
共施設についても耐震化を実施して
まいりました。

災害対策本部においては、市民の
皆様の命を守るため、国・県・市が保
有する情報を一元化する必要がある
ことから、様々な情報を一元的に可視
化できる防災支援システムを令和４
年度に構築いたしました。このシステ
ムを地域の自主防災組織と連携しな
がら活用していくことで、地域の減災
に結び付けてまいります。また、災害
情報を市民の皆様にお知らせするた
め、災害時の緊急情報、避難所の開設
状況、道路の冠水状況の情報などを
見ることができる防災情報専用サイ
ト「つしま防災ポータル まもるくん」
を開設しております。スマートフォン
からでも閲覧できますので、是非ご活
用ください。

▲つしま防災ポータル	まもるくん

一方でインターネット等が苦手な方
への情報伝達環境の整備も重要です。

今年度末にはエフエムななみの緊
急割込放送を活用した送信環境が整
備できる予定です。整備後は災害時
に、どなたでもラジオを使って、警報
や避難情報をお受け取りいただける
ようになります。

緊急時に使用できるラジオを
無償で貸し出し
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さらに令和７年度より、75歳以上の
高齢者等や避難行動要支援者のうち、
希望される方に対しては、緊急時に防
災情報が流れるラジオを無償で貸し
出す事業を開始します。防災情報を
受信すると自動的に電源が入るもの
であり、情報をいち早く市民の皆様に
受けとっていただくことが可能となり
ます。

被災者支援システムの導入など
防災ＤＸを推進

市では今後も防災ＤＸの一環とし
て、令和７年度には、県内の市として
は初めて、国の機関である地方公共
団体情報システム機構が提供する被
災者支援システムを導入します。

このシステムの導入により、災害
弔慰金の支給や応急仮設住宅の提
供等の行政事務の迅速化を図るほか、
住民の皆様にはマイナンバーカード
を利用した避難所の入退室や、全国
どこからでも罹災証明書のコンビニ
交付ができる環境を整備し、災害発
生後の援護体制を強化してまいりま
す。

神守地区で防災公園の整備を推進
 第１弾 
神守小学校北エリア
（令和５年度完成）
 第２弾 
神守こども園西エリア
（令和５年度完成）
 第３弾 
神守支所東エリアの整備に向けて
（令和６年度着工）
 第４弾 
神守中学校南エリア整備予定

災害時に避難場所として利用でき
る場を確保するため、現在、神守地区
において、都市公園の整備を行ってお
ります。令和５年度には、神守小学校
北エリアに約2,500㎡、神守こども園
西エリアに約1,800㎡の広さの２つ
の公園が完成いたしました。さらに神
守支所東エリアにも、約2,200㎡の広
さの３つ目の公園を整備するため、令
和６年度から着工いたしました。今後
はさらに神守中学校南エリアに、約
4,500㎡の広さの４つ目の公園整備
を進めてまいります。

▲神守上町（防災）公園

消防本部では、市民の皆様の命を
守るため、防災力の強化を図ってお
ります。本市の消防本部は、市域の
ほぼ中央に位置しております。日光
川東側の一部の地域においては、救
急車の現場到着までの時間が課題と
なっておりました。そのため、交通量
が多い平日昼間帯に、神守支所に救
急車を待機させる救急ステーション
の実証運用を、令和５年８月から行っ
ております。実際に救急車の到着時
間が短縮するなどの効果が出ており、
地元の方からも好評いただいており
ますので、引き続き運用を進めてま
いります。

▲神守支所の救急ステーション

本市ほか名古屋市を含む７消防本
部と指令業務の共同運用を開始

他の消防本部との連携・協力も進
めており、海部地域の消防本部とは
合同訓練や勉強会を開催しておりま
す。令和７年度からは本市ほか名古屋
市を含む７消防本部と指令業務の共
同運用を開始します。これにより、消
防力の強化による住民サービスの向
上が期待できます。

県下初！
愛西市とのはしご車の

共同整備事業

また、愛西市とは、県下で初のはし
ご車の共同整備が実現いたしました。

神島田分団車庫の新築移転

地域防災に欠かすことのできない
消防団につきましては、令和６年度よ
り消防団員の訓練のための出動報酬
を増額し、新たな団員の確保に向け
て充実を図るとともに、神島田分団車
庫を新築移転いたします。

このように、市民の皆様一人ひとり
に寄り添った防災対策を行ってまいり
ます。

次に、「つしま成長戦略」の３点目、
「地域の特性を活かした交流都市、
つしま」についてご説明申し上げます。

本市は、ユネスコ無形文化遺産に
登録された「尾張津島天王祭の車楽
舟行事」などの四季折々のまつりをは
じめ、津島神社、天王川公園、数多く
の寺院、歴史的な町並みなど、誇るべ
き地域資源があり、市民の皆様の地
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域に対する誇りにもつながっておりま
す。

地域資源を
次世代に引き継ぐため

文化財保存活用地域計画を策定

このような地域資源は、私たちが
責任をもって次の世代に引き継いで
いく必要があります。そのため、現在、
尾張津島天王祭などの大規模な祭り
だけではなく、市内にある指定・未指
定を問わず文化財を把握し、地域の
歴史文化を活かした地域振興、文化
財の継承につなげていくため、文化
財保存活用地域計画の策定に向けて
取り組んでおります。

将来的な公開活用などを
検討するため、氷室作太夫家住居

保存活用計画を策定

また、市の指定文化財である、氷室
作太夫家住居につきましても、保存
活用計画の策定に向けて建物の現状
や課題の把握などを行っております。
適切な維持管理や将来的な公開活用
なども検討し、貴重で文化的な資源
を後世に引き継いでまいります。

本市が誇る祭りは、地域のコミュニ
ティを支える重要な祭事であります。
今後、少子高齢化などにより、祭文化
の継承は、ますます難しくなっていく
ことが予想されます。そのため、尾張
津島天王祭及び尾張津島秋まつりの
関係団体に対する報償費を、令和７年
度もさらに６年度に続き増額いたしま
す。今後も祭りを維持するため、強力
に支援をしてまいります。

こういった本市の魅力を、市民の
皆様だけでなく、市外にも広く発信し、
多くの方に知っていただくためのプ
ロモーションも積極的に行っており
ます。

市の公式ＹｏｕＴｕｂｅチャンネルに
は、本市の広報大使であるプロラン

ナーの神野大地選手が本市の魅力を
紹介するＰＲ動画をはじめ、市政や観
光などに関する動画を数多く公開し
ております。

▲ふるさと津島応援広報大使
神野大地選手

▲市公式YouTubeチャンネル

市公式LINEセグメント配信！
その他、市の「価値」をさらに
高めるために情報発信中！

市の公式ＬＩＮＥでは、情報を伝えた
いターゲットに対してセグメント配信
を行っております。多くの方にご登録
いただいており、幅広い世代の方に
分かりやすく必要な情報を発信して
おります。

▲市公式ＬＩＮＥ

名古屋市の栄の「森の地下街」にあ
る、ＵＲ都市機構が管理する情報交流
施設「まちのたね」においては、昨年６
月と11月にシティプロモーションイ
ベントを開催し、本市の特産品の販売
をはじめ、ライブペイント、体験型の
イベントなど、本市の魅力をＰＲいたし
ました。多くの方に楽しんでいただく
ことができ大盛況でした。令和７年度

にも引き続き開催し、積極的に本市
の魅力をＰＲしてまいります。

▲「まちのたね」での
シティプロモーションイベント

名古屋鉄道株式会社とタイアップ
した「つしまちあるきキャンペーン」
では、津島駅までの往復切符と市内
の対象店舗で利用できる「つしまち
クーポン」がセットになったお得な企
画切符を販売し、本市に来訪し、様々
な体験や食事・スイーツなどを楽しん
でいただきました。毎年非常に好評
で、多くの方に本市の魅力を知ってい
ただいております。令和７年度も引き
続き多くの方に楽しんでいただき、本
市のファンを増やすことができるよ
う、キャンペーンを継続するとともに、
様々なメディアを活用し、本市の魅力
を広く発信してまいります。

▲「つしまちあるき」パンフレット

若者世代の視点を生かした連携・
協力を図るための協定を締結して
おります愛知大学とは、本市の魅力
を発掘し、学生の目線で市の魅力を
伝えるデザインを制作する連携プロ
ジェクトである「津島の魅力発見隊！」
を実施いたしました。学生同士のチー
ムごとでプロジェクトに取り組み、優
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秀企画のデザインを市が作成する散
策マップのデザインとするものです。
各チームとも素敵なデザインを制作
していただきました。審査の結果、最
優秀賞を受賞したチームのデザイン
を使用し、新デザインの散策マップを
作成いたしました。手にした人が市内
を散策したくなるものとなり、参加し
た学生の皆様には大変感謝しており
ます。

▲愛知大学の学生がデザインした
津島散策マップ

令和７年度には、株式会社中日新聞
社とタイアップし、小学生が子ども記
者として、地元の企業や団体、店舗な
どを取材して壁新聞を制作します。こ
の事業に携わることにより、子どもた
ちが自分の住んでいる地域に対する
誇りや愛着を持つことができるシビッ
クプライドの醸成に取り組んでまいり
ます。

ふるさと納税においても、地場産
業の活性化と地元特産品のＰＲのた
め、全国に向けて積極的に発信してお
ります。災害時の備えとして役に立つ
ポータブル電源をはじめ、返礼品の
充実にも力を入れており、より一層充
実させるため、様々な工夫を凝らしな
がら取り組んでまいります。

▲ふるさと納税の返礼品
ポータブル電源

市が実施する地方創生プロジェク
トに対して企業から寄附をいただく
企業版ふるさと納税につきましても、
多くの企業から本市の取組にご賛同
いただき、子育てや防災、公園の整備
など、様々な分野で活用しております。
さらなる寄附をいただけるよう、引き
続き企業に対する積極的な働きかけ
を行ってまいります。

次に、「つしま成長戦略」の４点目、
「地域経済が活性化する発展都市、
つしま」についてご説明申し上げます。

令和３年12月に策定いたしました
都市計画マスタープランにおいて、
津島駅周辺を正面玄関として位置づ
けるとともに、市内の東西南北それぞ
れに玄関を位置づけ、将来に向けた
まちづくり戦略を展開しております。

県下初！
津島市・名古屋鉄道株式会社・

ＵＲ都市機構の三者で、
包括連携協定を締結

→ 未来に繋がる事業を展開

正面玄関の取組としては、津島駅、
津島神社、天王川公園の３つの核と、
これを結ぶ天王通り線を含めたエリ
アの再生に向けて、令和５年３月に本
市と名古屋鉄道株式会社、ＵＲ都市機
構の三者で、県内初となる、鉄道と連
携して進めていく包括連携協定を締
結し、三者がベクトルを合わせて正面
玄関周辺のまちづくりをスタートしま
した。

▲津島市・名古屋鉄道株式会社・
UR都市機構の三者による包括連携協定

令和６年度は、津島駅の東側区域を、
将来を見据えて賑わいがあり、高い人
口密度で土地利用を促進していくた
め、建ぺい率や容積率等の都市計画
法の用途地域を変更いたしました。さ
らに駅東側の駅前広場の拡張に向け
た基盤整備に着手いたしました。

令和７年度は、現在の津島駅周辺
において、新たな将来像となる駅前
の基本計画を策定いたします。さら
に用途地域の変更を行った区域では、
国の地籍調査事業を実施して、敷地
面積や境界を確定し、民間開発をす
みやかに促進できるようにしてまいり
ます。

正面玄関の津島駅では、令和３年
から毎年度開催してまいりました賑
わいの創出や、人の流れを呼び込む
津島駅前社会実験となる「えきまえＶ

ＩＰ」から得られた効果検証やご意見
を踏まえ、現在の駅前における車利
用を前提にした環境から、人や賑わい
を優先した環境として、新たな津島駅
の駅舎改修を含め、公共施設や商業
施設の設置や、新たな送迎用ロータ
リーとバスやタクシー乗り場の検討
などを行ってまいります。

本市と名古屋鉄道株式会社、ＵＲ都
市機構の三者が、実現に向けて津島
市の正面玄関としての取組を本格化
してまいります。今後、これら基本計
画の将来像を、市民の皆様にご提示
ができるよう取り組んでまいります。

津島駅の東側におきましては、昨
年度より駅前広場の拡張に向けて用
地取得を進めています。令和７年度予
算では、駅前広場の拡張に向けた工
事費を計上し整備してまいります。

地籍調査と併せて駅東の駅前広場
へアクセスする市道は、歩道もない
ことから、駅前広場にふさわしいアク
セス道路の拡張に向けた予備設計を
行ってまいります。
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津島神社周辺では、観光において
最も重要な要素の一つである「食」を
中心に不足する飲食店やお土産店舗
の解消に向けて、かつての「わざ・語
り・伝承の館」と「尾張津島観光セン
ター」の市有地を民間事業者へ貸付
していく観光ターミナル事業を募集
いたしました。創業100年以上の歴
史を持ち、熱田神宮にも出店している

「宮きしめん」に出店いただくことに
なりました。現在、建築設計を進めて
おり、５月ごろより建築工事に着手す
ると伺っています。本年12月のオー
プンを予定しておりますので、市民の
皆様にも、楽しみにしていただきたい
と思います。

津島駅と津島神社を結ぶ約１kmあ
る天王通り線におきましては、駅から
700mという位置に、旧いちい信用
金庫天王通支店、観光交流センター
を一体的に、新たなマチナカのパブ
リックスペースとして、シビックプライ
ド醸成拠点を整備し、まちの再生を
力強く推進してまいります。

こちらも官民連携で整備するため、
整備運営事業者を募集いたしました。
丸善ジュンク堂書店を運営する丸善
雄松堂株式会社を代表企業とする共
同事業体を優先交渉権者として選定
いたしました。今議会には、指定管理

者の指定に関する議案を提出してお
ります。本年12月に快適な緑の屋外
交流空間となるパティオの先行オー
プンに向け整備を進めてまいります。

令和８年４月には、旧いちい信用金
庫天王通支店をマチナカの新たなに
ぎわい交流拠点施設として整備して
まいります。

本市のシンボルロードとなる天王
通り線は、令和８年度より進められる
国の無電柱化計画により、愛知県が
整備主体となり天王通りの電柱の地
中化に向けて計画がスタートする予
定であります。無電柱化は、マチナカ

の賑わいとなる景観づくりに非常に
有効な事業です。令和７年度には、計
画推進に向け、国・県などの関係機関
と協議を進めてまいります。

天王川公園におきましては、令和
５年度に、屋外ステージやジョギング
コースの整備、スターバックスコー
ヒーのオープンといった公園のリ
ニューアルを行いました。

▲生まれ変わった天王川公園

さらにこれまで以上に市民の皆様
に愛される公園に向けて、令和７年度
は、トイレの大規模改修や、夜間のラ
イトアップ照明の整備を進め、より一
層魅力的な公園にしてまいります。

天王川公園や津島神社にアクセス
する都市計画道路の橋詰又吉線につ
きましても、道幅を拡張した両側歩道
での整備が一部を残して間もなく完
成いたします。

▲観光ターミナル店舗	西面（津島神社参道側）	イメージ図

▲観光ターミナル店舗	南面（県道名古屋津島線側）	イメージ図

▲シビックプライド醸成拠点イメージ図
（旧いちい信用金庫天王通支店再生イメージ図）
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津島市の各玄関において
まちづくりを推進中！

北の玄関
青塚駅周辺のまちの将来像に
ついて、地域の方と対話を
重ねながら、合意形成を図る
東の玄関

東公園一帯を健康増進や
スポーツの拠点として位置付け
西の玄関

木曽川・長良川新架橋の早期整備
に向け、国や県に働きかけ
南の玄関

永和駅を活かした
まちづくりを検討

正面玄関だけでなく、東西南北そ
れぞれの玄関におきましても、「価値」
を高めるための取組を進めておりま
す。

北の玄関である青塚駅周辺におき
ましては、地域の方と一緒になってま
ちの将来について検討を行っている
ところです。昨年９月には地元説明会
を開催したほか、将来にわたって暮ら
しやすく、多様な世代が交流するま
ちを目指して勉強会を開催しており
ます。今後、道路の拡幅、踏切の拡張、
駅前広場の整備など、まちの将来像
について、地域の方と対話を重ねな
がら、広く合意形成を図ってまいりま
す。その上で、令和８年度に地区計画
の法的手続き、道路や駅前広場の設
計を進め、令和９年度には用地交渉に
着手することを目標として進めてまい
ります。

▲北の玄関のイメージ図
（名鉄青塚駅周辺整備）

東の玄関におきましては、名古屋
津島線バイパスは、西尾張中央道ま
で現在整備が進められております。

東公園地域周辺を一体的に整備する
ため、東公園一帯整備基本構想を

策定

また、生涯学習センターと東公園
一帯を、健康増進やスポーツの拠点
として位置付けており、魅力向上に向
けて取り組んでおります。令和６年度
には、スポーツ推進計画を策定し、令
和７年度には、東公園一帯の整備に向
けた整備基本構想を策定いたします。
スポーツと健康をキーワードに、計画
的に進めてまいります。

▲東公園

西の玄関におきましては、現在、岐
阜県海津市と海部地域を結ぶ、木曽
川・長良川新架橋の検討が進められ
ており、完成すれば立田大橋や東海
大橋の渋滞緩和のほか、県境を越
えた交流や広域的な防災ネットワー
クの構築にもつながります。いよい
よ令和７年度には、都市計画決定に
向けて関係機関協議を進めていま
す。構想段階から要望活動、そして実
現に向けて動き出す年度となります。
早期の整備に向け、引き続き国や県
に対して積極的な働きかけを行って
まいります。

東海北陸自動車道一宮ジャンク
ションと伊勢湾岸自動車道を結ぶ高
規格道である一宮西港道路につきま
しても、令和６年３月に概略ルートの３
案が示され、その後、地域の声を聞く
ためのアンケートが行われたところ
です。３つの概略ルートは、いずれも

津島市を経過するルートであり、完成
すれば広域交通アクセス性の向上や、
災害発生時における信頼性の高い道
路ネットワークの強化に大きく寄与す
ることになります。今後、ルートの最
終案が決定されますので、引き続き
整備促進に向けて要望を行ってまい
ります。

企業誘致区域に
19社を誘致！

うち６社が本社移転！
第1弾

宇治・白浜・鹿伏兎区域 約21万㎡
第2弾

越津・下切区域 約18万㎡
下新田・大縄区域 約3万㎡

金柳区域 約8万㎡
第3弾

百町区域 約30万㎡の土地利用
検討

企業誘致につきましては、これまで、
宇治区域や、本市の南の玄関周辺と
なる白浜・鹿伏兎区域の３区域約21
万㎡に工場などを誘致する区域を指
定し、積極的に推進してまいりました。
その結果、誘致企業は19社、その中
で本社移転した企業は６社となり、区
域の約９割に企業を誘致することに
成功いたしました。引き続き企業誘致
を進めるため、令和５年10月に越津・
下切区域約18万㎡、昨年１月に下新
田・大縄区域約３万㎡、10月に金柳区
域約８万㎡を追加いたしました。企業
からも多くの問い合わせや相談をい
ただいており、きめ細やかな対応を
行っております。令和７年度は、新た
な企業誘致区域として、百町の約30
万㎡において土地利用検討に着手し、
より一層精力的に企業誘致を推進し
てまいります。

歩行者の安全環境確保の
ための歩道整備

宇治百町線、神尾金柳線
企業誘致区域におきましては、地
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域の方の安全を確保するため、歩道
整備も進めております。宇治百町線と
神尾金柳線において、令和６年度に歩
道設置を含む道路拡幅に向け、整備
が進められるよう調査に着手したとこ
ろであります。令和７年度には、各路
線の企業誘致区域付近において道路
の中心線を決定し、整備促進を図って
まいります。

新築住宅取得に対する
最大210万円の

補助制度

定住促進策につきましても、積極
的に取り組んでおります。令和６年度
からは、それ以前に実施していた新築
住宅取得に対する補助制度を大幅に
拡充いたしました。対象区域を居住誘
導区域と市内にある16団地に拡大い
たしました。日光川東エリアの青塚団
地、喜多神団地、葉苅団地、宇治団地、
神守団地、みずほ団地、こがね団地、
下切住宅、江南団地、百島団地、みど
り台団地の11団地と、日光川西エリ
アの永宝団地、さかえ団地、上春日台
団地、下春日台団地、東愛宕住宅の５
団地の合計16団地であります。また、
対象者につきましても、新築住宅を取
得された方だけでなく、中古住宅取
得後にリフォームする方、中古住宅を
賃貸後リフォームする方も対象とい
たしました。令和７年度には、2050年
カーボンニュートラルの実現に向け
て、省エネ住宅を取得した場合は補
助金を加算するなど、制度の拡充を
図ってまいります。

▲津島市定住促進事業補助金

建ぺい率と容積率など建物の
規制を緩和し、土地利用を推進

第1弾
神守中町地区　23.5万㎡

第2弾
神守下町地区　19.3万㎡

第3弾
唐臼地区　25.4万㎡

第4弾
中地地区　4.2万㎡

第5弾
愛宕地区　6.6万㎡

神守中町・神守下町及び唐臼地区
におきましては、約68万㎡で建ぺい
率と容積率などの建物の規制を緩和
し、これまで建築できなかった建物が
建築できるようになりました。昨年４
月には、中地地区約４万㎡においても
規制緩和を行いました。令和７年度に
は、愛宕地区約７万㎡においても規制
緩和を行うことができるよう、準備を
進めてまいります。これにより土地利
用の促進が図られ、定住人口の増加
につながる新たな住宅の供給につな
がります。規制緩和を行った神守中
町・下町地区、唐臼地区では、58世帯、
175名の方が、令和６年３月31日まで
に新築住宅を取得し、新築住宅取得
の補助制度を利用されました。新た
な住民を迎え入れることができ、規制
緩和の効果が大きく出ております。

次に、「つしま成長戦略」の５点目、
「いつまでも健康で暮らす都市、つし
ま」についてご説明申し上げます。

チーム医療で頑張っています！
津島市民病院

海部医療圏の医療を
守る要となる中核病院

津島市民病院は、この地域になく
てはならない病院として、海部医療圏
の医療を守る要となる中核病院とし
ての役割を果たしております。コロナ
禍においても、市民の皆様の命と健
康な暮らしを守るために、医療従事者

が最前線に立って対応しました。引き
続き質の高い医療を提供していくた
め、市と病院が一体となって、安定的
な運営を行ってまいります。

▲津島市民病院

笑顔で健幸大作戦！
いつまでも健康で暮らすため
一人ひとりの健康習慣を応援

市民の皆様がいつまでも健康で暮
らしていただくには、一人ひとりの健
康づくりが重要となります。そのため、
市では「笑顔で健幸大作戦！」と銘打
ち、スマートフォンのアプリを活用し
て、毎日の歩数の記録や、自分で決め
た健康目標へのチャレンジなど、一人
ひとりの健康習慣を応援しておりま
す。「食生活や普段の生活から健康を
意識するようになった」などの声を聞
いております。

昨年10月から11月にかけては、市
民の皆様のご意見を取り入れ、市内の
８つの小学校区別に作成したウォー
キングマップを使用し、楽しくまちを
歩くイベント「歩くとイイＤＡＹ」を各
校区で開催いたしました。イベントで
は、楽しくまちを歩くことに加え、歩
くことの可能性を広げ、楽しく体を
動かすレクリエーションも実施し、多
くの市民の皆様にご参加いただき
ました。令和７年度には、市民ボラン
ティアの皆様と一緒に、市民の皆様
が日頃から健康づくりに取り組むこ
とができるように活動してまいります。

▲まち歩きイベント「歩くとイイＤＡＹ」
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スポーツ環境の充実を図るため、
スポーツ推進計画を策定

健康増進には、スポーツも有効で
す。先ほど、東公園一帯の整備に向け
た取組のなかでご説明したとおり、令
和６年度にスポーツ推進計画を策定
いたしました。計画の策定にあたって
は、市民の皆様や、小中学生、スポー
ツ関係団体などにアンケートを行い、
いただいたご意見を反映するととも
に、「津島市スポーツ振興通信」を発
行し、計画策定過程を公開しながら作
業を行いました。スポーツを通して誰
もがいつでも、どこでも、いつまでも
つながることができるまちに、さらに
スポーツに親しむ環境づくりを進め
ることで、よりよい未来の津島を目指
していこうという思いを込め、基本理
念を「スポーツで つながる・つくる 未
来の津島」といたします。計画では、ス
ポーツ施設の整備方針を示しており、
現在、利用を休止しております屋内
プールの再整備をはじめ、施設別の
整備についての方針を整理しており
ます。そしてスポーツ推進計画を踏ま
えたうえで、東公園地域周辺を一体
的に整備するために、必要な基本方
針や課題などを明確にするため、令和
７年度中に東公園一帯整備基本構想
を策定いたします。性別、年齢、障が
いの有無にかかわらず、誰もがスポー
ツに親しむことができる施設環境を
創出してまいります。

▲津島市スポーツ推進計画

葉苅スポーツの家と生涯学習セン
ターにおきましては、夏の暑い時期で
も安心してスポーツを楽しんでいた
だくことができるよう、令和６年度に、
壁掛けタイプのスポットエアコンを整
備いたしました。さらに生涯学習セン
ターにおいては、屋外運動場やオム
ニコートの全面改修も実施いたしま
した。これにより、生涯を通じて気軽に
スポーツを楽しんでいただくことがで
きます。

▲生涯学習センターオムニコート
の全面改修

高齢者の皆様に対しましては、令
和７年度中に総合保健福祉センター
内に新たな活動拠点を整備いたしま
す。シニアｅスポーツを実施できる環
境を整備するなど、高齢者の皆様が、
様々な世代の方と交流することがで
きる施設とする予定です。

認知症の方などへの支援
認知症の方などを被保険者とする
個人賠償責任保険に市の負担で加入

認知症の高齢者の皆様に対しては、
令和５年度より、万が一他人に怪我を
負わせてしまったり、他人の物を壊し
てしまったりしたときに備えて、１億円
を限度として保険金の支払いを受け
ることができる個人賠償保険に市の
負担で加入しております。

二次元コード付きのラベル・シール
を配付

▲二次元コード付きラベル・シール

行方不明になる恐れのある高齢者
に対しては、自宅に帰れなくなった際
に早期発見、保護できるよう、二次元
コード付きのラベル・シールを配付し
ております。

津島おでかけタクシー
大好評！

利用実績６万件超
利用料金の４分の３を市が負担

75歳以上の高齢者、移動が困難な
障がい者、妊産婦の皆様を対象とし
て、外出時のタクシー料金が半額と
なる、「津島おでかけタクシー事業」
は、令和５年１月から開始し、これまで
の利用実績の累計は６万件を超え、利
用登録者数も約4,000人となりまし
た。大変ご好評をいただいておりま
す。令和７年度は、物価高騰対策とし
て、さらに利用者負担を軽減いたしま
す。利用料金の４分の３を市が負担し、
利用者の皆様は４分の１の負担といた
します。利用者負担を減らすことで外
出の機会が増加し、健康増進にもつ
ながります。「津島おでかけタクシー」
に乗って、健康づくりを始めるきっか
けにしていただければと思います。

障がいのある方への支援といたし
ましては、令和６年度に、障がいのあ
るご本人やその家族の各種ニーズ
に対応できる総合的な相談支援や専
門的な相談支援などを行う基幹相談
支援センターを、総合保健福祉セン
ター内に設置いたしました。社会福祉
協議会と連携しながら、一人ひとりに
寄り添った支援をしてまいります。

障がいのある児童への支援といた
しましては、障がいのある児童やそ
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の家族への相談、障がい児を預かる
施設への援助・助言などを行う地域
の中核的な療育支援施設である児
童発達支援センターを、旧津島市立
津島幼稚園に設置するため、昨年３月
に設置・運営事業者を選定いたしまし
た。現在、令和８年度からの開設に向
けて事業者との調整を行っていると
ころです。今後、建物の移譲手続きな
ど、引き続き事業者と調整を図ってま
いります。

ここまでは、「つしま成長戦略」とし
て掲げた５つの項目に沿って説明して
まいりました。続きまして、この「つし
ま成長戦略」の推進と並行して進めて
いくべき内容についてご説明いたし
ます。

「デジタル化で、しあわせ実感
都市、つしま」をさらに前へ！
①	役所に「来ない」、書類を「書か

ない」、手続きを「待たせない」
行政サービスの実現
②	窓口ワンストップサービス・
　窓口のキャッシュレス化
③	住民票、所得課税証明書・個人
住民税納税証明書のコンビニ
交付により利便性が向上

まずは、市民サービスの向上につ
ながるデジタル化です。本市では、デ
ジタル技術を活用しながら従来の制
度などを変革し、様々な課題を解決す
るデジタル・トランスフォーメーション

「ＤＸ」を推進しております。

デジタル技術を活用した窓口改革
として、役所に「来ない」、書類を「書
かない」、手続きを「待たせない」行
政サービスの実現を目指しておりま
す。住民票などのコンビニ交付、タブ
レット端末による申請システム、「出
生コーナー」や「おくやみコーナー」で
の窓口ワンストップサービス、窓口の
キャッシュレス化などを導入しており
ます。本年１月からは、所得課税証明
書・個人住民税の納税証明書につい
ても、コンビニエンスストアで交付で

きるようになり、さらに利便性が向上
いたしました。

市民の皆様の安心を守るため、昨
年２月から無線システムである地域Ｂ
ＷＡを活用した子どもの見守りサー
ビスを開始しております。児童に小さ
な見守り用の端末を配布し、小学校
や通学路沿いの店舗・住宅などに設
置された見守りスポットで見守り端末
の電波を受信し、アプリによってその
通過情報を確認できるものです。万
が一、児童の捜索が必要な事態が発
生した場合、捜索の一助となります。

このようなデジタル技術の活用は、
職員の働き方改革にもつながってお
ります。令和６年度に導入したＡＩを活
用した議事録作成支援システムは、Ａ

Ｉが自動で議事録を作成するもので、
作業効率が非常に向上しました。これ
により、職員は職員にしかできない業
務に注力することが可能となります。

今後も行政手続きをはじめ、防
災、業務効率化など、様々な分野で
デジタル化を推進してまいります。ま
た、デジタル技術の恩恵を受けるこ
とができる人と、恩恵を受けることが
できない人との格差である「デジタ
ルデバイド」の解消に向け、デジタル
に不慣れな方に対する対応も行って
まいります。誰一人取り残すことなく、

『「デジタル化で、しあわせ実感都市、
つしま」をさらに前へ！』をキャッチフ
レーズに、これまで以上に強力に、か
つ計画的に、デジタル・トランスフォー
メーション「ＤＸ」を図ってまいります。

人権啓発や地域住民の福祉の向
上、交流の拠点施設である南文化セ
ンターにつきましては、建物及び設備
の老朽化に対応するため、現在、大規
模改修工事を実施しております。工事
完了後には、地域交流促進事業や生
活上の相談事業の充実を図ってまい
ります。

私たちは地球人です
地球の未来に責任を

持たなければなりません
地球温暖化対策への取組

第1弾 	全ての道路灯・公園灯
の照明ＬＥＤ化
第2弾 	小中学校の教室や体
育館の照明ＬＥＤ化
第3弾 	本庁舎、生涯学習セン
ターなど27施設の照明ＬＥＤ化
第4弾 	総合保健福祉センター
に太陽光パネルと蓄電池の設置
第5弾 	2030年までには全て
の公用車を電気自動車に変更

地球温暖化対策につきましては、令
和５年７月に「世界気候エネルギー首
長誓約（世界首長誓約／日本）」の誓
約書に署名するとともに、令和６年度
の施政方針において、2050年二酸化
炭素排出実質ゼロを目指すゼロカー
ボンシティ表明を行いました。本市で
は、これまでも照明のＬＥＤ化、太陽光
パネルや蓄電池の設置、電気自動車
の導入など、様々な取組を実施してお
ります。市民の皆様に対しても、住宅
への地球温暖化対策設備の設置に対
する補助を実施しております。私たち
は地球人です。地球の未来に責任を
持たなければなりません。私たちが暮
らすこの地球の環境を守り、急速に進
む地球温暖化に歯止めをかけるため、
一緒に取り組んでまいりましょう。

▲「世界気候エネルギー
首長誓約」誓約式

市政運営を進める上で、最も重要
となる市民の皆様の声にも耳を傾け
ております。令和４年度から、市内８つ
のコミュニティ推進協議会や市内で
活動する団体を対象として、本市が取
り組んでおります市の価値を高めワ
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クワクするまちづくりや、全国トップク
ラスの子育て支援などについて、私
が直接、報告・説明をしております。令
和７年度も引き続き市民の皆様の声
をお聞きする機会を設け、いただきま
したご意見は、今後の市政運営の参
考にさせていただきます。

ここからは、これらを実現していく
ために、今議会に提出いたしておりま
す令和７年度当初予算案につきまし
て、ご説明申し上げます。

令和7年度当初予算案
全会計合計561億1,891万9,000円

（前年度2.4％増）
一般会計の予算規模は、
文化会館を建設した平成

7・8年度を除くと、最大の規模

まず、予算規模でありますが、一
般会計273億1,000万円、特別会計
132億6,211万7,000円、企業会計
155億4,680万2,000円 で、これら
全会計を合せますと561億1,891万
9,000円となり、前年度の当初予算と
比較しますと、一般会計は5.9％の増、
特別会計は0.6％の減、企業会計は
0.7％の減、全会計では2.4％の増と
なっております。一般会計の予算規模
としましては、文化会館の建設を行っ
た平成７年度、８年度を除くと、最大の
規模となります。

明るい未来を創造するための
充実予算を編成

投資的経費
令和3度予算
約7億円

令和4年度予算
約21億円

令和5年度予算
約23.5億円

令和6年度予算
約31億円

令和７年度予算
約30億円

増額

増額

増額

水準維持

次に、一般会計の歳入であります
が、根幹を成す市税収入は、87億
2,193万3,000円で、前年度比4.7％
の増、令和６年度に物価高騰対策とし
て行った個人住民税の定額減税分を
除いても、前年度比2.1％の増と、増
収基調が続いております。また、地方
交付税についても、35億円で、前年
度比3.6％の増となります。なお、地方
交付税の振替措置である臨時財政対
策債は、地方財政の健全化により、制
度創設以来、初めて発行額がゼロと
なります。

次に、歳出でありますが、義務的
経費のうち人件費は41億9,259万
2,000円で、人事院勧告に伴う給与
改定などにより、前年度比6.5％、約2
億5,000万円の増、扶助費は、75億
3,647万5,000円で、子育てや福祉
関係の給付費の増などにより、前年
度比10.7％、約7億3,000万円の増
となっています。投資的経費は、30億
3,493万8,000円で、道路などの基
盤整備に加え、津島駅東側駅前広場
の整備、東小学校と西小学校の耐震
性貯水槽の設置、南こどもの家や消
防神島田分団車庫の建設、改良住宅
の長寿　命化工事などの事業費を計
上しております。なお、投資的経費に
つきましては、令和３年度当初予算の
約７億円から、令和４年度市長選挙後
の６月補正予算において、３倍の約21
億円、さらに令和６年度当初予算にお
いては、約31億円まで増額しており、
令和７年度においても、30億円を超
える投資額を計上しております。

令和7年度の重点施策
まちづくり再生の推進

全国トップクラスの子育て支援の
継続

定住促進のさらなる充実

令和７年度は、令和６年度に引き続
き、「まちづくり再生の推進」、「全国
トップクラスの子育て支援の継続」、

「定住促進のさらなる充実」を重点

施策とし、明るい未来を創造するため
の充実予算を編成しました。

財政調整基金残高

十分な残高を維持

令和4年度末
約45億円

令和5年度末
約47億円

令和6年度末
約40億円（見込）

津島市の標準
財政規模である
約140億円の
１割～２割

（14～28億円
程度）が
適正水準

このため、予算編成にあたりまして
は、市の貯金ともいえる財政調整基
金から、24億4,000万円を繰り入れ
ておりますが、財政調整基金は、令和
６年度末で約40億円の残高を確保で
きる見込みであり、津島市の標準財
政規模約140億円の１割から２割で
ある14億円から28億円程度が適正
水準といわれておりますので、十分な
残高を維持しております。

徹底的な行財政改革で
財政は安定

今後も持続可能な行政運営に努め
つしま成長戦略を着実に推進

津島市の財務体質は大きく改善し
ており、着実に安定してまいりました。
今後につきましても、行財政改革に
不断に取り組むこと、必要な施策に効
果的に財源を投入することなどで、持
続可能な行財政基盤を確保しながら、

「つしま成長戦略」を着実に推進して
まいります。

結びにあたり、今議会には令和７年
度当初予算をはじめ、条例などの諸
議案を提出しております。いずれも市
政運営に欠くことのできないものば
かりであります。十分ご審議の上、適
切なるご議決をいただきますようお
願い申し上げます。


